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衆
議
院
議
員
若
井
康
彦
君
提
出
東
武
鉄
道
、
東
急
電
鉄
の
運
賃
（
定
期
券
運
賃
）
値
上
げ
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

（
一
）
に
つ
い
て

鉄
道
の
旅
客
の
運
賃
の
上
限
の
変
更
に
係
る
鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
、
「
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原

価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
も
の
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
て
、
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
に
申
請
が
行
わ
れ
た
東
武
鉄
道
株
式
会
社
及
び
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
の

旅
客
の
運
賃
の
上
限
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
、
平
成
十
七
年
二
月
二
十
二
日
に
申
請
の

と
お
り
認
可
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
今
般
の
東
武
鉄
道
株
式
会
社
及
び
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
の
旅
客
の
運
賃
の
上
限
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
七
年
二
月
三
日
に
、
広
く
国
民
各
層
の
意
見
を
聴
く
場
と
し
て
の
物
価
安
定
政
策
会
議
が
開
催
さ
れ
、
「
�
現
在
物
価
が

安
定
し
て
い
る
こ
と
、
一
般
民
間
企
業
が
懸
命
な
リ
ス
ト
ラ
に
努
め
て
い
る
こ
と
、
鉄
道
は
国
民
生
活
に
密
着
し
た
交
通
手

段
で
あ
る
こ
と
等
に
鑑
み
れ
ば
、
各
社
は
経
営
の
合
理
化
に
一
層
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」
、
「
�
今
回
の
運
賃
改
定
は
、

一



特
定
都
市
鉄
道
整
備
事
業
計
画
の
期
限
到
来
に
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
朝
夕
の
混
雑
率
の
緩
和
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
等
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
の
資
本
費
の
負
担
増
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
値
上
げ
を
行
う
�
社
の
値
上
げ
幅
も
小
さ

い
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
。
」
等
の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
二
）
に
つ
い
て

鉄
道
事
業
に
お
け
る
旅
客
の
運
賃
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
事
業
者
の
自
主
性
、
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
事
業
者
間
の
競
争

を
促
進
し
、
も
っ
て
利
用
者
利
便
の
向
上
や
事
業
活
動
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
鉄
道
事
業
法
第
十
六
条
第
一
項
に
お

い
て
、
そ
の
上
限
の
設
定
及
び
変
更
を
国
土
交
通
大
臣
が
認
可
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
鉄
道
事

業
に
お
け
る
旅
客
の
運
賃
の
上
限
の
設
定
及
び
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に
審
査
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

二


